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啄
　
木
　
「
葬
　
列
」
　
論

－
　
詩
か
ら
小
説
へ
　
－

「
渋
民
日
記
」
に
よ
る
と
、
小
説
「
葬
列
」
は
明
治
三
十
九
年
十
一
月
十

九
日
夜
に
起
稿
し
、
同
月
二
十
二
日
夜
ま
で
に
「
前
半
五
十
七
枚
を
脱
稿
」

し
て
、
十
一
百
一
日
発
行
の
『
明
星
』
に
発
表
さ
れ
た
。
啄
木
自
身
「
前
半

五
十
七
枚
」
と
書
い
て
お
り
、
ま
た
掲
載
誌
に
も
「
（
以
下
続
出
）
」
、
「
次

号
に
て
完
結
す
べ
し
。
」
　
の
文
字
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
続
稿
を
予
定

し
た
小
説
で
あ
る
が
、
こ
の
後
、
続
稿
執
筆
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

「
葬
列
」
は
「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
「
面
影
」
に
次
ぐ
、
啄
木
の
小
説
第
三

作
で
あ
る
が
、
前
記
二
作
品
が
い
ず
れ
も
未
発
表
（
「
面
影
」
の
原
稿
は
明
治
四

十
年
八
月
二
十
五
日
の
函
館
大
火
で
焼
失
し
た
と
い
う
。
）
に
終
わ
っ
て
お
り
、
『
明

星
』
が
身
内
の
雑
誌
と
は
い
い
条
、
外
部
に
発
表
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
は

処
女
作
と
言
え
よ
う
。

十
二
月
三
日
、
東
京
か
ら
『
明
星
』
十
二
月
号
が
渋
民
村
の
農
家
に
寄
寓

啄
木
「
葬
列
」
論

す
る
啄
木
の
許
に
届
け
ら
れ
た
。
啄
木
は
開
封
す
る
手
も
も
ど
か
し
く
、

「
初
め
て
活
字
の
厄
介
に
な
っ
た
」
雑
誌
を
ひ
ら
い
て
胸
を
と
き
め
か
せ
た

の
で
あ
っ
た
。
啄
木
は
「
葬
列
」
の
掲
載
順
番
（
小
説
で
は
二
番
目
）
や
原
稿

の
占
有
分
量
（
全
頁
の
約
五
分
の
一
）
に
も
得
意
を
覚
え
て
い
る
。
ち
な
み
に

十
二
月
号
に
は
四
本
の
小
説
（
村
山
鳥
遥
「
片
輪
里
曾
七
頁
分
、
「
葬
列
」
二
十

一
頁
分
、
て
い
子
「
市
女
笠
」
三
頁
分
、
長
浜
よ
し
子
「
弱
き
女
」
十
四
頁
分
）
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
啄
木
は
「
ア
シ
ナ
に
〆
切
後
に
送
っ
た
の
に
、
ズ
ツ
下
前

の
方
へ
、
二
十
頁
余
。
」
と
わ
ざ
わ
ざ
日
記
に
つ
け
て
お
り
、
ざ
ら
に
、
『
あ

こ
が
れ
』
の
詩
人
の
初
め
て
の
小
説
に
対
す
る
反
響
を
刻
明
に
日
記
に
記
し

て
い
る
。
啄
木
の
小
説
へ
の
心
意
気
の
高
さ
が
伝
わ
っ
て
こ
よ
う
。

以
下
、
抄
出
し
て
お
こ
う
。

金
田
一
京
助
評
「
凡
そ
後
半
の
文
字
は
、
私
、
鏡
花
漱
石
以
上
の
も
の
と

質
し
て
陣
ら
ぬ
」

瀬
川
藻
外
評
「
人
生
と
自
然
と
を
刻
々
破
壊
し
ゆ
く
文
明
の
勢
力
を
呪
ふ

て
、
来
る
べ
き
夏
に
は
兄
と
共
に
不
来
方
城
頭
に
追
憶
の
涙
を
そ
そ
が

ー



む」茅
野
講
々
評
「
〝
葬
列
〃
の
あ
と
は
無
さ
に
や
」

小
島
烏
水
評
「
多
大
の
敬
服
を
以
て
拝
読
、
あ
と
が
待
た
れ
候
」

与
謝
野
鉄
幹
評
「
〝
葬
列
〃
も
随
分
タ
シ
カ
ナ
ル
人
々
の
間
に
批
難
多
し
。

批
難
を
も
反
省
の
料
と
す
る
は
美
徳
と
存
侯
。
此
度
は
詩
作
を
御
見
せ
被

下
度
侯
」

右
の
各
評
に
つ
い
て
、
金
田
一
評
は
小
説
の
「
後
半
の
文
字
」
に
注
目
し

て
い
る
点
が
光
る
が
、
「
漱
石
鏡
花
以
上
」
と
き
て
は
過
褒
。
藻
外
評
は
小

説
の
モ
チ
ー
フ
を
読
み
取
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
文
学
表
現
の
成
否
を
問
う

て
い
な
い
点
憾
み
が
残
る
。
評
者
自
身
、
実
名
で
登
場
し
て
お
り
、
個
人
的

感
慨
に
よ
っ
て
か
な
り
加
点
ざ
れ
て
い
よ
う
。
鳥
水
評
は
単
な
る
外
交
辞
令
。

鉄
幹
の
評
は
抽
象
的
な
言
い
ま
わ
し
て
は
あ
る
が
、
「
葬
列
」
が
「
タ
シ
カ

ナ
ル
人
々
」
の
間
で
全
く
問
題
に
も
さ
れ
な
か
っ
た
小
説
で
あ
る
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
。
（
小
説
家
啄
木
〉
　
の
前
途
多
難
を
暗
示
す
る
一
挿
話
で
あ
る

が
、
当
の
本
人
は
「
批
難
よ
し
、
唯
、
自
由
に
自
己
の
作
物
を
公
に
し
う
べ

き
予
一
人
の
天
地
を
有
せ
む
こ
と
を
。
批
難
の
矢
は
決
し
て
予
の
生
命
を
た

つ
こ
と
あ
ら
じ
。
」
　
と
言
い
、
鉄
幹
の
忠
告
を
個
人
的
な
厭
味
と
受
け
取
っ

て
い
る
。
こ
の
時
、
啄
木
の
念
頭
に
は
一
号
雑
誌
に
終
わ
っ
た
『
小
天
地
』

へ
の
愛
情
が
ふ
と
浮
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
に
掲
げ
た
各
評
と
そ
の
反
応

の
う
ち
に
「
葬
列
」
　
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
暗
示
さ
れ
て
い
よ
う
。

二

二

ま
ず
は
「
葬
列
」
　
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
の
後
、
結
構
面

の
問
題
に
言
及
し
よ
う
。

主
人
公
立
花
浩
一
は
中
学
校
教
員
で
、
五
年
ぶ
り
に
「
第
二
の
故
郷
」
で

あ
る
盛
岡
に
史
跡
調
査
の
た
め
に
帰
省
し
て
、
伯
母
の
家
に
滞
在
す
る
。
小

説
前
半
は
こ
の
立
花
の
紹
介
が
な
さ
れ
る
。
彼
は
二
十
幾
年
前
に
盛
岡
か
ら

十
数
理
離
れ
た
あ
る
寒
村
に
生
ま
れ
、
村
の
尋
常
小
学
校
を
最
擾
等
で
卒
業

し
た
。
十
歳
か
ら
八
年
間
、
盛
岡
の
親
戚
の
家
に
下
宿
し
て
進
学
し
、
先
輩

か
ら
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
肖
像
に
似
て
居
る
」
と
言
わ
れ
、
「
う
ら
若
き
美
し

い
人
」
に
恋
も
し
た
。
十
八
歳
で
上
京
し
、
さ
る
高
名
な
歴
史
学
者
に
師
事

し
、
文
部
省
の
検
定
試
験
で
歴
史
科
中
学
教
員
の
免
許
を
受
け
、
現
在
は
茨

木
県
の
中
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
。
両
親
と
妹
の
家
族
で
、
つ
つ
ま
し

い
生
活
を
し
て
い
る
。

立
花
は
五
年
ぶ
り
に
見
る
「
第
二
の
故
郷
」
が
か
つ
て
の
「
眠
れ
る
都
会
」

の
面
影
を
と
ど
め
ず
、
大
き
く
変
容
し
た
姿
に
「
無
性
に
悲
し
」
み
を
覚
え

る
。
立
花
に
は
盛
岡
の
詩
趣
は
「
雨
と
夜
と
秋
」
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
立

花
の
思
い
は
中
学
時
代
の
「
一
奇
談
」
に
入
り
、
親
友
藻
外
と
花
郷
を
訪
ね

た
折
り
に
、
中
学
の
教
師
か
ら
あ
ら
ぬ
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
一
件
が
語
ら
れ

る
。
話
は
三
転
。

久
し
ぶ
り
に
立
ち
寄
っ
た
母
校
で
、
お
夏
と
呼
ば
れ
て
い
る
女
乞
食
が
、

赤
ん
坊
に
乳
を
ふ
く
ま
せ
て
い
る
場
面
に
出
会
う
。
や
が
て
立
花
の
眼
前
を

二
つ
の
葬
列
が
通
り
過
ぎ
て
行
く
。
囚
人
の
葬
列
で
あ
り
、
今
一
つ
は
狂
人

高
沼
繁
の
葬
列
で
あ
る
。
突
然
、
お
夏
は
繁
の
葬
列
に
取
り
繕
っ
て
泣
き
叫

ぶ
。
こ
の
時
、
立
花
の
頭
の
中
で
眼
前
の
旧
知
の
男
女
の
名
が
触
れ
合
い
、

「
其
一
刹
那
、
或
る
荘
厳
な
、
金
色
燦
然
た
る
一
光
景
が
電
光
の
如
く
湧
い

て
自
分
の
両
眼
に
立
ち
塞
が
っ
た
」
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
前
半
部
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
要
約
を
し
て
み
た
が
、
筋
立
て
の
未

熟
ざ
故
に
、
要
約
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
啄
木
は
前
半
部
の

終
わ
り
に
、
自
分
で
ス
ト
ー
リ
ー
の
要
約
を
付
記
し
て
い
る
。

自
分
は
既
に
、
五
年
振
り
で
此
市
に
来
て
旦
剛
観
察
し
た
種
々
の
変

遷
と
、
そ
れ
を
見
た
自
分
の
感
想
と
を
叙
べ
、
又
此
市
と
自
分
と
の
関

係
か
ら
、
盛
岡
は
美
し
い
日
本
の
都
会
の
一
つ
で
あ
る
事
、
此
美
し
い

都
市
が
、
雨
と
夜
と
秋
と
の
場
合
に
最
も
自
分
の
気
に
入
る
と
い
ふ
事

を
叙
べ
、
そ
し
て
雨
と
夜
と
の
盛
岡
の
趣
味
に
就
い
て
も
多
少
の
記
述

を
試
み
た
。

啄
木
の
手
に
な
る
右
の
要
約
は
文
学
的
描
写
と
は
無
縁
の
文
章
で
あ
り
、

記
述
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
の
挿
入
に
よ
っ
て
小
説
的
結
構
が
い
っ

そ
う
雑
然
と
な
り
、
後
半
部
の
お
夏
、
繁
を
中
心
と
す
る
展
開
へ
の
繋
ぎ
目

が
不
自
然
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
前
半
の
プ
ロ
ッ
ト
を
箇
条
的
に
整
理
し
て
み
る
と
、
0
立
花
の
閲

歴
に
つ
い
て
の
鏡
舌
、
㈲
不
来
方
城
址
を
め
ぐ
る
と
り
と
め
の
な
い
空
想
、

㈲
盛
岡
の
四
季
に
つ
い
て
の
語
り
、
㈲
母
校
で
の
過
ぎ
し
日
の
奇
談
、
㊥
一

つ
の
葬
列
の
五
点
よ
り
成
っ
て
い
る
。
㈲
は
後
半
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
プ
ロ
ッ

ト
で
あ
る
が
、
0
～
㈲
の
プ
ロ
ッ
ト
の
う
ち
、
い
ず
れ
が
主
要
な
プ
ロ
ッ
ト

啄
木
「
葬
列
」
論

で
あ
り
、
副
次
的
、
傍
系
的
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。
「
小

説
に
統
一
あ
ら
し
め
る
唯
一
の
方
法
は
、
直
接
に
も
間
接
に
も
継
続
の
展
開

に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
よ
う
な
事
件
は
、
想
念
の
中
か
ら
排
除
し
て
し

①

ま
う
こ
と
で
あ
る
。
」
と
す
る
小
説
構
成
上
の
原
則
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
啄
木
の
小
説
技
術
の
稚
拙
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

自
身
収
束
の
つ
か
な
い
紛
然
た
る
詩
的
情
熱
を
思
い
も
か
け
ず
漏
ら
し
て
い

る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
後
述
す
る
こ
と
に

な
ろ
う
。

三

「
葬
列
」
は
幾
人
か
の
実
在
の
人
物
を
モ
デ
ル
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
ず

嫉
木
自
身
が
明
か
し
て
い
る
人
物
を
挙
げ
て
お
く
。

浅
沼
茂
が
標
本
で
あ
る
。
～
－
小
説
中
で
は
高
沼
繁
と
呼
ぼ
る
る
。

お
夏
と
い
ぶ
の
も
実
際
の
人
物
。

藻
外
は
瀬
川
深
君
、
花
郷
は
小
林
茂
雄
君
：
」
の
号
も
本
物
。
但
し
須

山
教
師
は
空
想
中
の
人
。

新
山
堂
の
伯
母
さ
ん
の
家
と
い
ふ
の
は
、
我
が
せ
つ
子
の
実
家
で
あ
る
。

馬
場
の
先
生
は
新
渡
戸
仙
岳
先
生
。
鹿
川
先
生
は
猪
川
先
生
。

姉
の
家
の
魚
店
に
変
っ
て
い
る
の
も
事
実
。

但
し
本
物
の
繁
は
死
ん
だ
の
で
は
な
い
。

主
人
公
立
花
に
つ
い
て
は
啄
木
は
コ
メ
ン
ト
し
て
い
な
い
が
、
別
号
「
白

頭
」
と
書
け
ば
、
余
を
見
る
ま
で
も
な
く
啄
木
自
身
で
あ
る
。
今
、
モ
デ
ル

三



（上田寅次郎氏）

に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
前
半
に
お
け
る
立
花
と
後
半
の

繁
、
お
夏
の
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。

ま
ず
立
花
浩
一
に
つ
い
て
。

立
花
は
薮
木
の
分
身
だ
と
言
っ
て
お
い
た
が
、
立
花
の
経
歴
と
啄
木
の
そ

れ
を
重
ね
て
み
る
と
、
大
筋
で
は
合
致
し
て
も
、
い
く
つ
か
の
点
で
異
同
が

発
見
さ
れ
る
。
㈲
盛
岡
を
退
い
て
上
京
し
、
「
さ
る
高
名
な
歴
史
家
の
書
生
」

に
な
り
、
「
文
部
省
の
検
定
試
験
を
受
け
て
、
歴
史
科
中
等
教
員
の
免
状
を

貰
ふ
た
。
」
　
こ
と
。
㈲
現
在
は
「
茨
木
県
第
〇
中
学
の
助
教
諭
」
で
あ
る
こ

と
。
㈲
「
校
長
か
ら
常
陸
郷
土
史
の
材
料
蒐
集
を
嘱
託
」
せ
ら
れ
、
「
厨
川

柵
を
中
心
と
し
た
安
部
氏
勃
興
の
史
料
」
に
関
す
る
実
地
調
査
の
た
め
に
夏

季
休
暇
に
帰
省
す
る
こ
と
。

周
知
の
通
り
啄
木
は
、
「
葬
列
」
執
筆
時
、
渋
民
村
に
あ
っ
て
尋
常
小
学

四

校
の
代
用
教
員
で
あ
り
、
小
説
に
い
う
「
五
年
前
」
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
て

も
、
盛
岡
中
学
校
中
退
後
、
一
時
期
東
京
生
活
を
送
る
が
、
上
記
の
ご
と
き

体
験
は
な
い
。
立
花
の
先
述
三
点
の
設
定
に
つ
い
て
の
啄
木
の
発
言
は
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
立
花
の
人
物
形
象
に
使
わ
れ
た
と
思
し
き
人
物

が
嬢
木
日
記
に
登
場
す
る
。
「
甲
辰
詩
程
（
啄
木
庵
日
誌
）
」
一
月
九
日
の
記

事
で
あ
る
。午

前
早
く
、
沖
方
に
阿
部
君
を
訪
は
ん
と
し
て
、
途
に
上
田
寅
次
郎

氏
に
遭
ふ
。
思
想
の
人
、
研
学
の
人
、
文
芸
の
人
、
而
し
て
今
は
遠
野

中
学
に
於
け
る
歴
史
科
の
教
諭
な
り
。
（
中
略
）
夜
、
上
田
寅
次
郎
氏
を

大
沢
河
原
に
訪
ひ
、
談
、
詩
、
文
、
宗
教
に
渉
り
、
興
味
つ
き
ず
、
平

明
好
誼
の
雑
談
の
う
ち
、
猶
犯
し
が
た
き
敬
虔
の
念
を
起
き
し
む
。
賢

な
る
載
、
又
敬
す
べ
き
か
な
。
我
詩
稿
を
送
る
べ
き
を
約
し
て
十
時
辞

し
か
へ
る
。

②

上
田
寅
次
郎
に
つ
い
て
は
す
で
に
浦
田
敬
三
氏
の
調
査
が
あ
り
、
筆
者
も

寅
次
郎
の
令
息
上
田
重
彦
氏
（
作
家
石
上
玄
一
郎
）
か
ら
直
接
の
教
示
を
受
け
る

機
会
を
得
た
。

今
、
「
葬
列
」
の
モ
デ
ル
問
題
に
限
っ
て
上
田
寅
次
郎
の
経
歴
を
あ
げ
る
。

明
治
二
十
五
年
、
下
橋
の
盛
岡
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
東
京
専
門
学
校
文

学
科
を
経
て
、
三
十
四
年
、
岩
手
県
立
遠
野
中
学
校
助
教
諭
、
こ
の
間
、
文

部
省
の
検
定
試
験
に
合
格
し
、
教
諭
昇
任
に
よ
り
同
校
歴
史
主
任
を
命
ぜ
ら

れ
る
。
三
十
七
年
六
月
、
同
校
退
職
し
、
同
年
九
月
か
ら
早
稲
田
大
学
（
三

十
七
年
四
月
よ
り
専
門
学
校
令
に
よ
る
「
大
学
」
と
な
り
、
校
名
改
称
。
）
の
東
洋
史

謹
師
那
珂
通
世
文
学
博
士
の
東
洋
史
の
講
義
を
聴
講
す
べ
く
上
京
し
た
。
当

時
、
上
田
寅
次
郎
の
家
族
は
、
父
重
行
が
米
屋
開
業
に
失
敗
し
て
失
踪
し
、

残
さ
れ
た
母
光
子
は
四
人
の
子
供
を
抱
え
て
女
看
守
に
な
っ
て
養
育
し
た
と

い
わ
れ
る
。

一
方
、
文
学
に
よ
っ
て
人
生
の
新
局
面
を
切
り
ひ
ら
く
べ
く
、
盛
岡
中
学

を
決
然
退
学
し
上
京
し
た
啄
木
は
、
志
半
ば
に
し
て
病
を
得
て
帰
郷
、
禅
房

に
癌
腫
を
養
い
つ
つ
雌
伏
一
年
。
盛
岡
市
内
で
上
田
寅
次
郎
に
再
会
し
た
。

歴
史
主
任
を
辞
し
て
、
郷
党
の
敬
慕
切
な
る
那
珂
博
士
の
膝
下
で
歴
史
の
勉

強
を
す
べ
く
上
京
を
企
て
る
上
田
寅
次
郎
の
「
研
学
」
　
の
姿
に
激
し
く
心
動

か
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
田
寅
次
郎
と
の
興
味
つ
き
ぬ
清

談
か
ら
二
年
。
こ
の
間
、
父
一
横
の
住
職
罷
免
、
一
家
の
宝
徳
寺
か
ら
の
退

去
、
盛
岡
に
お
け
る
節
子
を
要
っ
て
の
新
生
活
、
定
職
を
持
た
な
い
売
り
食

い
生
活
、
『
小
天
地
』
の
発
行
と
挫
折
、
そ
し
て
宝
徳
寺
へ
の
再
任
運
動
に

一
家
の
命
運
を
賭
し
た
渋
民
へ
の
帰
村
。
「
予
は
一
生
の
中
に
、
是
非
一
度

は
何
処
か
の
中
学
の
西
洋
史
の
先
生
に
も
な
る
積
り
で
居
る
し
、
何
巻
か
洋

史
書
も
著
は
す
積
り
」
（
「
林
中
書
」
）
　
で
あ
る
と
抱
負
を
語
る
啄
木
で
あ
る
が
、

現
実
は
石
川
再
住
支
持
派
と
後
任
者
中
村
支
持
派
と
の
政
治
的
、
感
情
的
対

立
は
泥
沼
化
し
、
石
川
家
に
は
い
よ
い
よ
予
断
を
許
さ
ぬ
様
相
で
あ
っ
た
。

今
、
「
葬
列
」
を
書
く
啄
木
の
脳
裡
に
、
逆
境
の
中
で
な
お
も
「
研
学
」
　
の

志
を
貫
い
た
上
田
寅
次
郎
の
意
志
的
な
姿
が
鮮
明
に
蘇
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ

う
。
立
花
浩
一
は
啄
木
の
分
身
に
と
ど
ま
ら
ず
、
啄
木
の
見
果
て
ぬ
夢
が
仮

託
ざ
れ
た
の
で
あ
る
。

啄
木
「
葬
列
」
論

四

す
で
に
瀬
川
藻
外
評
に
見
た
よ
う
に
、
「
人
生
と
自
然
と
を
刻
々
破
壊
し

ゆ
く
文
明
の
勢
力
」
　
へ
の
睨
姐
と
自
然
美
へ
の
心
酔
を
序
章
に
し
て
、
後
半
、

狂
人
繁
と
狂
女
お
夏
の
　
「
地
上
の
舞
」
‘
に
舞
台
は
一
転
回
す
る
。
立
花
は

「
空
に
葉
の
舞
、
地
に
人
の
舞
」
う
目
前
の
光
景
に
、
「
唯
、
恍
と
し
て
、

浩
々
と
し
て
、
漠
と
し
て
」
我
を
忘
れ
る
。
主
客
合
一
の
浪
漫
的
墳
地
が
モ

チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
狂
人
」
を
題
材
に
浪
漫
的
世
界
を
描
こ
う
と
す
る
啄
木
の

構
想
は
「
渋
民
日
記
」
八
月
の
項
に
何
点
か
メ
モ
さ
れ
て
い
る
。
左
に
摘
記

し
て
お
こ
う
。

0
荒
廃
し
た
大
家
に
、
ひ
と
り
生
き
残
っ
た
、
神
経
質
で
教
育
あ
る
一
青

年
（
二
十
四
五
歳
）
が
発
狂
し
て
、
そ
の
後
数
年
の
後
に
自
殺
す
る
、
と
い
ぶ

仕
組
み
。
こ
れ
は
狂
人
の
脳
裡
に
宿
る
思
想
を
善
く
の
が
主
眼
。
長
篇

の
馬
鹿
茂
と
お
夏
（
乞
食
）
と
の
話
。
（
事
実
）
狂
者
茂
と
お
夏
と
が
盛
岡
新

山
堂
の
社
前
で
、
秋
の
公
孫
樹
の
黄
金
の
葉
の
雨
と
ぶ
る
暁
に
手
を
取
っ
て

舞
ふ
と
い
ふ
話
。

㈲
伊
五
沢
千
代
治
、
狂
人
。
（
事
実
）

夜
渋
民
村
を
見
下
す
。
夕
の
寮
を
見
て
跳
り
上
が
る
。
（
狂
人
の
幸
福
）

の
本
年
三
月
四
日
、
乃
ち
予
が
帰
任
し
て
か
ら
の
渋
民
村
、
（
一
大
社
会
小

説
。
）
（
中
略
）
（
挿
話
）
愛
宕
山
上
の
焚
火
。
乞
食
の
女
。
超
道
徳
。

⑦
㈲
は
事
実
に
取
材
。
0
0
は
構
想
ざ
れ
た
も
の
。
た
だ
L
O
は
ベ
ー
ス

五



に
事
実
を
置
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
小
説
化
し
た
の
は
㈲
で
あ

る
が
、
㈲
は
す
で
に
半
ば
ま
で
執
筆
し
て
い
た
「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
の
延

長
に
構
想
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
右
の
構
想
で
共
通
す
る
の
は
い

ず
れ
も
「
狂
人
」
で
あ
り
、
「
乞
食
」
を
登
場
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
啄
木
の
関
心
状
況
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
に
問
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
今
は
構
想
の
が
ど
の
よ
う
に
肉
付
け
さ
れ
だ
が
見
て
お
き
た
い
。

繁
は
「
背
の
ヒ
ヨ
呈
同
い
、
三
十
前
後
の
薄
髭
の
生
え
た
、
痩
せ
こ
け
た

頬
に
些
の
血
色
も
な
い
、
塵
挨
だ
ら
け
の
短
い
袷
を
着
て
、
戯
れ
た
白
足
袋

を
穿
い
て
、
色
樋
せ
た
花
染
メ
リ
ン
ス
の
女
帯
を
締
め
て
、
赤
い
木
綿
の
載

片
を
捲
い
て
」
い
る
。
し
か
し
こ
の
「
無
邪
気
な
狂
人
」
繁
に
は
「
父
も
あ

り
母
も
あ
る
、
ま
た
家
も
あ
る
。
に
も
不
拘
、
常
に
此
新
山
堂
下
の
白
孤
轟

を
無
賃
の
宿
と
し
て
居
る
」
の
で
あ
る
。
繁
と
お
夏
の
出
会
い
は
彼
の
白
孤

寵
を
お
夏
に
占
拠
さ
れ
だ
の
に
始
ま
る
。

お
夏
は
「
赤
縞
の
、
然
し
今
は
た
だ
一
色
に
積
れ
ば
て
た
、
肩
場
の
あ
る

編
入
を
着
」
だ
、
「
二
十
の
上
を
一
つ
二
つ
、
頸
筋
は
垢
で
真
黒
だ
が
、
顔

は
円
く
て
色
が
白
い
」
女
で
あ
る
。
お
夏
は
も
と
は
雫
石
の
旅
館
に
十
二
の

時
か
ら
下
婦
と
し
て
勤
め
に
出
、
「
年
を
重
ね
る
に
従
っ
て
段
々
愚
か
さ
が

増
し
て
来
た
」
と
言
わ
れ
る
。
或
る
年
の
春
、
連
れ
合
い
に
死
別
し
た
と
か

い
う
「
独
身
者
の
法
界
屋
」
が
泊
っ
た
夜
、
お
夏
の
挙
動
は
余
程
怪
し
か
っ

た
が
、
翌
日
の
朝
、
男
の
立
ち
去
っ
た
後
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
旅
館
か
ら

姿
を
消
し
、
し
ば
ら
く
後
に
帰
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
も
う
「
本
当
の
愚
女

に
な
っ
て
居
て
、
主
人
で
あ
っ
た
人
に
逢
ふ
て
も
、
昔
の
礼
さ
へ
云
は
な
ん

だ
」
と
い
う
。

六

広
い
神
社
の
境
内
の
中
央
に
　
「
雲
を
凌
い
で
立
つ
一
株
の
大
公
孫
樹
」
、

葉
と
い
う
葉
は
す
べ
て
「
黄
金
の
色
」
に
装
い
を
凝
ら
す
「
曙
の
光
」
の
申
、

繁
と
お
夏
は
「
神
の
御
庭
に
地
上
の
舞
を
舞
ふ
」
の
で
あ
る
。
立
花
は
こ
の

光
景
に
眺
め
入
り
、
恍
と
し
て
「
全
く
現
実
と
い
ぶ
観
念
を
忘
れ
て
了
」
う

の
で
あ
る
。
こ
の
時
彼
の
脳
裡
に
プ
ラ
ト
ン
の
「
狂
者
は
天
の
寵
児
だ
」
と

い
っ
た
こ
と
ば
が
思
い
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
。
以
上
は
五
年
前
の
神
無
月
の
或

る
朝
早
く
、
「
史
学
研
究
の
大
望
」
を
抱
い
て
上
京
を
思
い
立
っ
た
立
花
が
、

暫
し
の
別
離
を
惜
し
ん
だ
伯
母
の
家
に
接
す
る
稲
荷
社
の
境
内
に
目
撃
し
た

光
景
で
あ
る
。

過
去
の
追
憶
か
ら
目
醒
め
た
立
花
の
前
に
は
、
盛
岡
中
学
の
校
庭
で
、

「
二
歳
許
り
の
石
塊
の
様
な
児
に
乳
房
を
陶
ま
せ
て
」
い
る
お
夏
が
居
り
、

死
骸
に
変
じ
た
繁
は
見
す
ぼ
ら
し
い
葬
列
に
送
ら
れ
て
行
く
。
「
神
の
御
庭

の
朝
の
野
に
、
遙
か
下
界
か
ら
撰
び
上
げ
ら
れ
た
二
人
の
舞
人
」
、
「
一
点
た

り
と
も
虚
偽
の
陰
影
の
潜
む
」
こ
と
の
な
い
「
狂
人
の
乱
舞
」
の
後
日
薄
。

男
は
冷
た
い
姫
に
、
残
さ
れ
た
女
は
男
の
棺
に
と
り
す
が
り
、
送
葬
人
に
足

蹴
に
さ
れ
て
赤
児
の
「
烈
し
い
悲
鳴
」
。
続
稿
を
予
定
し
た
小
説
で
は
あ
る

が
、
こ
こ
ま
で
に
よ
っ
て
も
小
説
後
半
の
テ
ー
マ
は
狂
人
繁
と
お
夏
の
過
去

と
現
在
、
五
年
の
歳
月
の
二
人
の
上
に
流
れ
た
人
生
の
暗
転
に
あ
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

五

「
葬
列
」
　
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
の
啄
木
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
た
前
掲

「
渋
民
日
記
」
中
の
次
の
く
だ
り
は
、
吸
木
に
お
け
る
詩
か
ら
小
説
へ
の
移

行
を
考
え
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

昨
年
の
幕
の
頃
で
あ
っ
た
。
新
山
堂
の
孝
子
さ
ん
が
そ
の
当
時
盛
岡

加
賀
野
碩
町
で
あ
っ
た
予
の
家
へ
遊
び
に
来
て
の
話
に
、
茂
が
お
夏
に

か
の
白
孤
寵
を
占
領
さ
れ
て
、
猫
の
様
に
姥
ん
だ
と
い
ふ
事
を
き
い
だ
。

予
は
そ
れ
が
非
常
に
愉
快
に
感
じ
ら
れ
た
。
－
そ
の
後
、
こ
の
事
を
是
非

書
い
て
見
よ
う
と
思
っ
て
居
た
の
で
あ
っ
た
。

右
の
題
材
は
ま
ず
は
詩
的
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
に
う
た
い
出
さ
れ
た
。
詩
篇

「
み
ち
の
く
の
神
無
月
」
（
明
治
三
十
八
年
十
二
月
六
日
夜
製
作
）
が
そ
れ
で
あ

る
が
、
こ
の
詩
は
「
葬
列
」
後
半
の
原
画
で
も
あ
る
。

冒
頭
、
詩
的
背
景
が
う
た
い
出
さ
れ
る
。

今
、
み
ち
の
く
の
神
無
月
、
花
め
き
散
ら
ふ

裳
の
み
だ
れ
、
か
た
む
き
か
か
る
日
の
錆
の

幹
あ
か
ら
さ
ま
透
き
い
れ
る

漆
の
木
原
。
　
－
　
夢
白
の
裾
長
ら
か
に

枝
つ
た
ひ
幻
に
ひ
く
秋
姫
が
、

わ
か
れ
心
に
朽
壁
筏
の
弛
み
緒
な
ら
す

浮
鳴
り
の
そ
1
音
に
走
る
空
名
残
、

そ
れ
と
し
聞
く
は
、
金
蝶
の

箆
は
な
れ
せ
し
千
万
羽
、
－
1
－

霜
の
絵
映
の
黄
葉
葉
の
日
に
ひ
ら
め
き
て
、

秋
の
舞
、
散
り
に
散
り
し
く
葉
ず
れ
言
。

夢
幻
の
香
気
を
放
ち
な
が
ら
、
落
莫
た
る
季
節
に
急
ぐ
み
ち
の
く
の
晩
秋
。

顛
末
「
葬
列
」
論

凶
作
に
苦
吟
す
る
野
が
え
り
の
老
農
夫
二
人
。
瞑
れ
声
も
高
く
、
「
み
の
ら

で
枯
れ
し
稲
よ
り
は
、
閏
の
戸
ま
で
も
／
来
て
わ
め
く
税
吏
等
が
首
を
こ
そ

／
刈
る
ぺ
け
れ
と
て
鎌
を
と
げ
」
と
語
ら
い
つ
つ
通
り
過
ぎ
て
行
く
。
杉
寺

の
墳
内
に
老
比
丘
が
無
量
寿
品
を
話
し
、
高
公
孫
樹
の
舞
い
納
め
、
「
荘
厳

の
神
色
迫
る
」
頃
、
そ
こ
に
姿
を
現
わ
す
「
旅
づ
か
れ
せ
し
足
重
の
、
芸
人

め
ざ
し
」
影
二
つ
。

力
な
く
、
『
あ
は
れ
人
里
の
む
だ
あ
る
き
、
つ
か
れ
し
や
。
』
と
ぞ

都
靴
り
に
ぶ
り
が
へ
る
、
五
つ
の
紋
の

古
袷
、
肩
も
寒
げ
の
三
十
男
。

『
否
。
』
と
答
へ
て
、
女
声
、

（中略）
み
め
こ
そ
見
え
ね
、
顔
白
の
、
二
十
歳
か
、

い
づ
れ
、
門
毎
に
扇
を
か
ざ
す
唄
少
女
。

桃
色
槌
せ
の
長
棒
、
棲
は
さ
み
せ
し

縞
袴
、
今
、
憎
々
と
お
ち
に
た
れ
。

行
き
過
ぎ
に
し
て
、
男
、
ま
た
、

琴
絃
を
掻
く
す
さ
び
言
、

『
安
宿
の
吊
洋
燈
に
も
か
ざ
は
あ
れ
、

と
ま
る
す
べ
な
き
法
界
畳
か
な
。
』

後
年
、
啄
木
は
か
つ
て
の
自
分
の
詩
に
つ
い
て
、
「
空
想
と
幼
稚
な
音
楽

と
、
そ
れ
か
ら
微
弱
な
宗
教
的
要
素
（
乃
至
は
そ
れ
に
類
し
た
要
素
）
の
外
に
は
、

因
襲
的
な
感
情
の
あ
る
許
り
」
（
「
弓
町
よ
り
」
）
で
あ
っ
た
と
厳
し
い
諭
告
を

下
す
は
ず
で
あ
る
が
、
右
の
詩
篇
は
晩
秋
の
散
り
急
ぐ
葉
し
ぐ
れ
と
伽
藍
を
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背
景
に
、
徽
か
な
読
経
の
流
れ
る
中
、
凶
荒
に
苦
し
む
農
夫
と
零
落
し
た
旅

芸
人
の
姿
が
一
幅
の
詩
的
ビ
ジ
ョ
ン
の
う
ち
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
詩
的
構

成
に
「
微
弱
な
宗
教
的
要
素
」
は
勿
論
の
こ
と
、
農
夫
の
時
吟
の
く
だ
り
は

一
読
明
ら
か
な
ご
と
く
憶
良
の
「
貧
窮
問
答
歌
」
を
想
到
さ
せ
、
「
因
襲
的

な
感
情
」
も
動
員
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
「
幼
稚
な
音
楽
」
、
「
微
弱
な

宗
教
的
要
素
」
、
「
因
襲
的
な
感
情
」
　
の
い
ず
れ
も
が
指
摘
で
き
る
と
し
て
も
、

詩
的
世
界
ほ
と
り
と
め
の
な
い
「
空
想
」
の
産
物
で
は
な
い
。
相
愛
の
旅
芸

人
は
実
在
の
茂
と
お
夏
の
詩
的
昇
華
で
あ
り
、
苦
吟
す
る
農
夫
の
姿
は
天
明
、

天
保
以
上
の
大
凶
作
と
記
録
さ
れ
る
明
治
三
十
八
年
の
粟
雨
低
湿
、
暴
風
雨

に
よ
っ
て
引
き
お
こ
さ
れ
た
東
北
全
域
を
襲
っ
た
大
凶
作
と
飢
餓
的
生
活
に

死
地
を
さ
ま
よ
う
東
北
農
民
の
姿
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
詩

的
表
現
上
の
稚
拙
さ
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
が
、
人
生
の
悲
惨
、
人
生
の
痛

苦
を
人
生
の
事
実
と
し
て
詩
的
表
現
の
中
へ
掬
い
上
げ
て
行
こ
う
と
す
る
詩

意
識
は
感
得
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
嬢
木
が
後
に
「
詩
は
本
来

或
る
制
約
が
あ
る
。
詩
が
真
の
自
由
を
得
た
時
は
、
そ
れ
が
全
く
散
文
に
な

っ
て
了
っ
た
時
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
書
く
の
は
、
詩
は
本
来
へ
語
り
）

で
は
な
く
、
（
う
た
い
）
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
今
、

「
み
ち
の
く
の
神
無
月
」
に
右
の
事
柄
を
み
れ
ば
、
相
愛
す
る
男
女
の
人
生

の
痛
苦
も
、
結
末
は
「
石
の
泣
く
音
も
き
1
ぬ
べ
き
夜
」
　
の
し
じ
ま
の
う
ち

に
覆
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
凶
作
に
苦
し
み
、
苛
酷
な
税
吏
へ
の
怒
り

の
ほ
む
ら
も
、
老
比
丘
の
無
量
寿
品
の
読
経
に
か
き
消
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ

る
。
人
生
の
痛
苦
を
詩
人
は
共
に
悲
し
み
、
哀
訴
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、

そ
の
実
体
を
展
げ
、
意
味
を
追
尋
す
る
役
目
は
小
説
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
せ

八

ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

小
説
「
葬
列
」
は
詩
「
み
ち
の
く
の
神
無
月
」
　
の
ほ
ほ
一
年
後
に
書
か
れ

た
が
、
こ
こ
に
は
ま
だ
自
己
陶
醇
が
あ
り
、
詩
的
混
沌
の
名
残
り
が
あ
り
、

（
語
り
）
に
必
要
な
、
対
象
と
自
己
（
創
作
主
体
）
と
の
分
化
が
不
明
確
で
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
葬
列
」
　
の
男
女
～
－
－
繁
に
は
「
無
邪
気
な
狂
人
」

に
ご
く
普
通
の
家
庭
が
あ
り
、
「
本
当
の
愚
女
」
お
夏
に
は
そ
こ
に
な
り
果

て
る
日
常
の
時
間
と
事
件
と
を
描
き
込
ん
で
い
る
。
そ
の
書
き
込
み
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
え
な
い
と
し
て
も
、
五
年
の
う
ち
に
起
き
た

彼
ら
の
寛
涯
の
変
化
、
落
差
の
中
に
人
生
の
暗
転
、
一
つ
の
人
生
の
悲
惨
を

描
こ
う
と
し
だ
愚
図
ま
で
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事

ど
も
は
詩
に
内
在
す
る
「
或
る
制
約
」
に
よ
っ
て
詩
表
現
の
外
側
へ
押
し
出

さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
外
側
で
待
ち
う
け
て
掬
い

上
げ
た
の
が
小
説
で
あ
る
。
整
合
性
の
あ
る
小
説
的
結
構
に
構
成
さ
れ
な
か

っ
た
と
は
い
い
条
、
啄
木
の
内
部
に
（
詩
人
啄
木
）
に
代
わ
る
（
小
説
家
啄

木
〉
が
胎
生
し
っ
つ
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

六

評
論
「
林
中
書
」
（
盛
岡
中
学
校
「
校
友
会
雑
誌
」
第
九
号
　
明
4
0
・
3
・
1
）
は

「
葬
列
」
の
脱
稿
な
っ
た
翌
日
（
十
一
月
二
十
三
日
起
筆
、
十
二
月
三
日
脱
稿
）
の

冒
粛
近
く
に
（
全
文
、
四
〇
〇
字
詰
約
四
十
三
枚
相
当
。
左
の
引
用
文
は
最
初
か
ら

約
十
枚
目
の
辺
り
の
文
章
）
、
「
葬
列
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
文
章
が
見
え
る
。

「
葬
列
」
は
舞
台
を
盛
岡
に
と
っ
て
居
る
。
中
に
は
母
校
に
関
す
る

記
事
も
少
な
く
な
い
。
鶏
な
く
頃
枕
に
就
い
た
が
、
足
が
冷
え
て
来
て

眠
ら
れ
な
か
っ
た
。
眠
り
か
ね
る
予
の
眼
に
ニ
ユ
ツ
と
立
塞
っ
た
、
雪

白
の
衣
を
着
た
一
巨
人
が
あ
る
。
憶
そ
れ
は
外
で
も
な
い
、
不
来
方
墟

畔
の
秋
風
に
吹
か
れ
て
立
っ
て
居
る
一
大
白
亜
城
で
あ
っ
た
、
母
校
で

あ
っ
た
。
予
は
往
時
を
追
懐
し
て
泣
い
た
。
真
に
泣
い
た
。
予
の
来
方

に
は
泣
く
べ
き
種
が
沢
山
あ
る
の
で
あ
る
。

「
眠
り
か
ね
る
」
啄
木
の
眼
前
に
「
ニ
ユ
ツ
と
立
塞
っ
た
」
母
校
の
白
亜

の
姿
は
、
「
葬
列
」
　
の
描
写
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
「
葬
列
」
に
描
か
れ
た
白

亜
館
が
脱
稿
な
っ
た
そ
の
夜
の
枕
に
立
っ
た
と
い
う
の
が
前
後
の
関
係
で
あ

る
が
、
こ
の
こ
と
は
啄
木
に
と
っ
て
母
校
が
た
だ
な
ら
ぬ
意
味
を
帯
び
て
い

た
こ
と
を
意
味
し
ょ
う
。
（
「
林
中
書
」
の
こ
の
く
だ
り
が
啄
木
の
誇
暖
で
は
な
か

っ
た
こ
と
を
傍
証
す
る
た
め
に
先
に
原
稿
の
位
置
を
数
え
る
と
い
う
墳
末
な
作
業
を
し

た
。
）
そ
う
し
て
こ
の
白
亜
館
盛
岡
中
学
と
女
乞
食
の
小
説
に
お
け
る
と
り
合

わ
せ
の
含
意
に
つ
い
て
一
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

立
花
は
こ
の
両
者
の
と
り
合
わ
せ
を
、
「
敢
て
醜
悪
と
は
感
じ
な
か
っ
た
」

と
言
い
、
ざ
ら
に
「
こ
の
光
景
は
、
大
都
会
乃
至
は
凡
て
の
他
の
大
都
会
に

決
し
て
無
い
事
、
否
、
有
る
べ
か
ら
ざ
る
事
で
あ
る
が
、
然
し
此
盛
岡
に
は

常
に
有
る
事
、
否
、
之
あ
る
が
た
め
に
却
っ
て
盛
岡
の
盛
岡
た
る
所
以
を
発

揮
し
て
見
せ
る
必
要
な
条
件
で
あ
る
の
だ
。
」
　
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
奥
歯

に
物
の
挟
ま
っ
た
よ
う
な
言
い
方
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
も
ぐ
も
ぐ

し
た
言
い
方
の
中
に
、
啄
木
と
盛
岡
中
学
と
の
「
特
別
な
関
係
」
（
「
林
中
書
」
）

が
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

啄
木
は
「
林
中
書
」
に
、
自
分
は
「
盛
岡
中
学
校
の
七
月
児
で
、
今
、
み

啄
木
「
葬
列
」
論

ち
の
く
の
林
中
の
草
の
根
方
に
転
が
っ
て
居
る
石
塊
だ
／
」
　
と
善
く
が
、

「
七
月
児
」
　
の
未
熟
児
と
い
い
、
「
草
の
根
方
」
　
の
「
石
塊
」
と
い
う
の
も
、

む
し
ろ
自
己
璃
晦
に
他
な
ら
な
い
。
啄
木
の
心
意
は
次
の
よ
う
で
あ
る
だ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
打
ち
棄
て
ら
れ
る
べ
き
は
「
七
月
児
」
に
対
置
さ
れ
て
い

る
「
十
月
児
」
で
あ
り
、
彼
ら
こ
そ
「
凡
人
の
み
を
養
成
」
す
る
　
「
『
哀
れ

な
る
日
本
』
の
教
育
」
に
よ
っ
て
完
成
品
化
さ
れ
た
人
間
で
あ
る
。
「
林
中

書
」
の
筆
鋒
は
こ
こ
か
ら
日
本
と
露
国
と
の
文
明
の
対
比
へ
と
進
ん
で
ゆ
く
。

日
露
戦
争
に
お
い
て
、
「
敷
け
た
国
の
文
明
」
と
「
戦
争
に
勝
っ
た
国
の

文
明
」
と
を
比
較
し
て
み
る
に
、
「
東
洋
唯
一
の
立
憲
国
」
を
誇
る
わ
が
日

本
が
、
「
世
界
の
動
物
園
」
（
「
戦
雲
余
録
」
）
露
国
の
生
ん
だ
文
豪
ト
ル
ス
ト

イ
や
ゴ
ル
キ
イ
に
比
肩
し
う
る
文
化
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
。

日
本
人
に
与
へ
ら
れ
た
る
一
切
の
自
由
よ
り
も
、
一
切
の
不
自
由
の

中
に
居
て
真
の
自
由
を
絶
呼
し
た
杜
翁
の
一
老
躯
の
方
が
貴
い
と
云
ふ

事
が
出
来
る
。
又
同
じ
意
味
に
於
て
、
予
は
華
や
か
な
明
治
一
切
の
文

物
よ
り
も
、
浮
浪
者
上
り
の
幾
度
と
な
く
監
獄
の
門
を
く
ぐ
つ
た
、
肺

病
患
者
の
ゴ
ル
キ
イ
の
方
が
、
真
の
文
明
の
為
め
に
、
遙
か
に
I
－
祝

す
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
る
…
…
予
は
石
塊
で
あ
る
、
が
同
時
に
日
本
人

中
の
一
人
で
あ
る
。

「
華
や
か
な
明
治
一
切
の
文
物
」
の
対
極
に
「
浮
浪
者
上
り
の
幾
度
と
な

く
監
獄
の
門
を
く
ぐ
つ
た
、
肺
病
患
者
の
ゴ
ル
キ
イ
」
が
配
置
さ
れ
る
。

そ
の
ゴ
ル
キ
イ
の
足
許
に
そ
っ
と
置
か
れ
た
　
「
石
塊
」
。
白
亜
の
母
校
盛
岡

中
学
校
の
校
庭
に
躍
る
薄
汚
な
い
狂
者
女
乞
食
を
「
醜
悪
」
と
感
じ
な
い
立

花
の
心
意
を
解
い
て
み
れ
ば
、
「
七
月
児
」
啄
木
の
幹
負
が
そ
こ
に
か
く
さ

九



れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
幹
負
の
心
情
は
単
純
で

は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
い
か
に
「
十
月
児
」
に
対
す
る
に
「
七
月
児
」
　
の

人
間
的
勝
利
を
誇
負
し
よ
う
と
も
、
ま
た
、
「
職
業
は
、
夢
想
を
本
職
と
し

程
近
い
○
△
小
学
校
の
代
周
教
員
を
副
業
に
勤
め
て
居
る
」
と
強
が
り
を
言

っ
て
み
て
も
、
「
本
職
の
方
か
ら
は
一
文
の
収
入
」
も
入
っ
て
は
来
ず
、
「
副

業
に
よ
っ
て
毎
月
大
枚
八
円
」
の
月
給
取
り
生
活
が
現
実
で
あ
る
。
事
実
は

「
脆
く
も
一
敗
地
に
ま
み
れ
た
残
兵
」
で
あ
る
。
そ
う
し
て
人
生
の
「
残
兵
」

の
境
涯
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
そ
も
そ
も
の
遠
因
は
、
「
十
月

児
」
と
し
て
の
卒
業
を
目
前
に
控
え
て
、
「
母
校
の
胸
中
か
ら
時
な
ら
ず
暴
れ

出
し
た
」
行
動
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
啄
木
に
す
れ
ば
学
校
生
活
に

よ
っ
て
得
た
も
の
は
　
「
『
人
生
』
と
い
ふ
不
可
測
」
　
な
る
も
の
と
は
何
の
か

か
わ
り
も
な
い
単
な
る
「
智
識
」
　
（
「
国
文
法
や
幾
何
や
三
角
や
の
如
く
安
価
な
も

の
」
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
「
智
識
」
を
授
か
っ

た
同
じ
場
所
で
、
「
人
生
」
と
い
う
「
禁
制
の
木
の
実
」
の
刺
戦
的
な
味
覚

を
「
母
校
在
学
中
」
に
味
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
経
験

で
あ
る
。
啄
木
の
い
う
盛
岡
中
学
と
の
　
「
或
る
特
別
な
関
係
」
　
と
は
か
く

の
ご
と
き
い
わ
ば
二
律
背
反
的
な
相
貌
を
示
す
こ
と
ば
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
「
世
に
す
ね
人
に
隠
れ
た
る
此
身
も
、
母
校
よ
汝
が
昔
を
懐

へ
は
、
矢
張
人
並
に
熱
い
涙
も
流
れ
る
。
あ
り
し
日
の
若
さ
の
再
び
心
の

枝
に
が
へ
る
心
地
も
す
る
。
癒
、
予
も
亦
昔
汝
の
懐
に
抱
か
れ
た
子
で
あ
っ

た
、
〃
L
（
傍
点
筆
者
）
と
「
林
中
書
」
　
に
書
き
込
む
啄
木
の
心
情
こ
そ
が
、

彼
の
深
部
か
ら
発
声
さ
れ
た
肉
声
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
「
葬
列
」

の
盛
岡
中
学
校
と
狂
者
女
乞
食
お
夏
と
の
組
み
合
わ
せ
の
構
図
に
想
到
す
る

一
〇

こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
白
亜
の
母
校
と
、
「
一
敗
地
に
ま
み
れ
た
残
兵
」
、

「
浮
浪
者
上
り
の
幾
度
と
な
く
監
獄
の
門
を
く
ぐ
つ
た
、
踊
病
患
者
の
ゴ
ル

キ
イ
」
に
自
己
を
擬
装
し
た
啄
木
と
の
関
係
の
文
学
的
イ
メ
ー
ジ
化
が
先
の

構
図
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

●

七

「
葬
列
」
は
結
局
は
主
人
公
立
花
浩
一
の
物
語
で
あ
る
。
盛
岡
の
自
然
美

も
、
町
並
の
変
化
、
狂
者
の
乱
舞
も
葬
列
も
、
す
べ
て
は
立
花
の
目
撃
し
、

体
験
し
た
こ
と
で
あ
り
、
立
花
の
日
を
通
過
し
て
語
り
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
に

彼
の
人
間
像
が
浮
上
す
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え

た
上
で
最
後
に
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
は
「
葬
列
」
を
書
か
ね
は
な
ら
な
か

っ
た
理
由
、
つ
ま
り
「
葬
列
」
の
小
説
行
為
に
つ
い
て
で
あ
る
。
三
軍
に
立

花
浩
一
の
人
物
形
象
を
分
析
し
て
、
啄
木
プ
ラ
ス
上
田
寅
次
郎
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
の
立
花
像
は
上
田
寅
次
郎
を
加
え
た
分
だ
け
、
啄

木
の
等
身
像
と
は
言
え
な
い
が
、
し
か
し
、
上
田
寅
次
郎
の
生
き
方
を
啄
木

の
果
た
し
え
な
か
っ
た
内
的
欲
求
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
立
花
の
形
象
は
啄

木
自
身
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
解
釈
し
て
も
差
支
え
は
な
い
だ
ろ
う
。
啄
木
が

上
田
寅
次
郎
を
人
物
形
象
に
用
い
た
の
は
、
自
身
、
盛
岡
中
学
校
の
「
七
月

児
」
で
あ
る
が
故
に
、
あ
る
い
は
ま
た
、
早
い
結
婚
と
一
家
の
生
活
の
糊
口

の
責
任
か
ら
逃
れ
る
現
実
的
な
契
機
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
故

に
、
田
舎
の
小
学
校
の
代
用
教
員
の
生
活
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
苦
衷
が
、
社
会
科
の
中
学
校
教
員
と
し
て
史
跡
調
査
の
目
的
で
来
盛
す
る

設
定
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
も
小
説
の
舞
台
を
、
小
説
執
筆
の
場
で
あ

る
故
郷
渋
民
村
に
せ
ず
盛
岡
に
移
し
、
そ
の
「
第
二
の
故
郷
」
に
錦
を
飾
る

と
い
う
筋
立
て
に
こ
の
小
説
行
為
の
意
味
が
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
る
。

啄
木
の
伝
記
的
事
実
に
見
る
軌
跡
は
、
盛
岡
中
学
校
中
退
の
後
、
第
一
回

目
の
東
京
生
活
の
失
敗
（
十
八
歳
）
－
一
年
八
ケ
月
の
間
、
渋
民
に
病
身
を
養

っ
て
後
、
第
二
回
目
の
東
京
生
活
↓
（
こ
の
間
、
一
家
の
宝
徳
寺
か
ら
の
退
去
）
節

子
と
結
婚
し
、
盛
岡
生
活
↓
宝
徳
寺
再
任
実
現
を
か
け
て
渋
民
村
へ
帰
村
。

し
か
し
、
帰
村
の
目
的
実
現
が
い
よ
い
よ
困
難
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い

た。

こ
れ
に
対
し
て
「
葬
列
」
に
お
け
る
立
花
の
足
ど
り
は
、
「
第
二
の
故
郷
」

（
盛
岡
、
十
八
歳
の
春
）
↓
「
第
一
の
故
郷
」
－
（
渋
民
、
十
幾
ヶ
月
の
間
隠
棲
）
東
京

生
活
（
高
名
な
歴
史
家
に
師
事
し
、
文
部
省
の
検
定
試
験
に
合
格
）
↓
茨
城
県
の
中

学
校
教
諭
－
盛
岡
に
一
時
帰
省
（
史
跡
調
査
、
二
十
三
歳
）
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

両
者
の
軌
跡
を
対
照
す
れ
ば
、
全
く
裏
返
し
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
。
上
田
寅
次
郎
を
人
物
形
象
に
用
い
た
こ
と
、
お
よ
び
啄
木
自
身
の

現
実
の
足
ど
り
を
裏
返
し
て
筋
立
て
に
用
い
た
こ
と
の
二
点
に
よ
っ
て
、

「
葬
列
」
の
小
説
行
為
が
、
（
現
実
〉
の
場
で
実
現
不
可
能
で
あ
っ
た
も
の

を
、
（
想
像
）
の
場
で
回
復
（
実
現
）
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
自
己
救
済
の
役

目
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
学
行
為
は
浪
漫
主
義
の
文
学
溝

神
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
、
前
作
「
雲
は
天
才
で
あ
る
」

と
の
関
係
が
問
題
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
は
三
十
九
年
七
月
三
日
に
起
筆
し
、
中
絶
の
ま
ま

十
一
月
中
旬
に
一
部
分
書
き
直
し
た
が
、
つ
い
に
脱
稿
に
至
ら
ず
陽
の
目
を

啄
木
「
葬
列
」
論

見
な
か
っ
た
小
説
で
あ
る
。
こ
の
小
説
に
つ
い
て
は
拙
稿
（
『
啄
木
　
小
説
の

世
界
』
所
収
）
に
言
及
す
み
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
中
絶
に
つ
い
て
簡
単
に
繰
り

返
し
て
お
こ
う
。

啄
木
の
等
身
大
の
主
人
公
新
田
耕
助
一
派
（
善
玉
）
が
、
校
長
一
派
（
悪

玉
）
　
に
対
し
て
教
育
方
法
を
め
ぐ
る
論
争
で
完
全
に
勝
利
を
収
め
る
。
（
前

半）

新
田
を
石
本
と
い
う
青
年
が
訪
ね
て
来
校
し
、
石
本
を
通
じ
て
新
田
の
心

友
天
野
朱
雲
の
戦
闘
的
人
生
観
が
語
ら
れ
る
。
（
後
半
）

小
説
が
中
絶
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
登
場
人
物
を
背
後
で
操
作
し
て
い
た

作
者
が
、
次
第
に
そ
の
人
物
（
天
野
朱
雲
）
の
内
面
に
埋
浸
し
は
じ
め
、
つ
い

に
自
己
同
一
の
極
点
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
筆
が
投
げ
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
渋
民
日
記
」
に
、
「
十
一
月
中
旬
、
予
は
旧
稿
『
雲
は
天
才
で
あ
る
』

の
一
部
分
を
書
き
直
し
た
。
」
と
あ
り
、
続
い
て
『
葬
列
』
に
つ
い
て
、
「
予

は
十
九
日
夜
に
稿
を
起
し
」
　
だ
と
記
し
て
い
る
。
推
測
す
る
美
、
嫉
木
は

『
明
星
』
に
小
説
を
発
表
す
べ
く
旧
稿
「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
を
取
り
出
し
、

一
部
改
稿
を
試
み
だ
が
、
少
々
の
手
直
し
に
よ
っ
て
は
続
稿
で
き
な
い
小
説

構
造
上
の
欠
陥
（
そ
の
最
大
の
も
の
は
登
場
人
物
と
作
者
の
距
離
設
定
）
に
気
付
い

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
上
、
さ
ら
に
考
え
う
る
こ
と
は
、
村
内
の
反

石
川
派
の
「
政
治
的
包
囲
網
」
に
よ
っ
て
鬱
屈
し
て
い
た
心
情
を
小
説
と
い

う
「
白
兵
戦
の
武
器
」
を
用
い
て
外
部
へ
爆
発
さ
せ
る
た
め
に
「
雲
は
天
才

で
あ
る
」
を
書
き
出
し
た
の
で
あ
っ
た
か
、
十
一
月
中
旬
に
は
そ
う
し
た
小

説
は
す
で
に
色
槌
せ
て
見
え
た
の
で
は
な
い
か
。
善
玉
が
悪
玉
に
全
面
的
に

勝
利
し
、
登
場
人
物
と
共
に
作
者
が
自
己
陶
酔
す
る
と
い
う
文
学
行
為
を
退
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け
よ
う
と
す
る
内
発
力
が
啄
木
の
う
ち
に
胎
勤
し
は
じ
め
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
「
葬
列
」
は
か
く
考
え
て
み
る
と
、
「
小
説
形
式
と
し
て
は

ヽ

，

　

　

　

　

　

③

ま
っ
た
く
ま
と
ま
り
の
な
い
浪
漫
的
懇
意
に
よ
る
も
の
」
（
傍
点
筆
者
）
と
し

て
退
け
ら
れ
な
い
作
品
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

注
①
　
木
村
毅
『
小
説
研
究
十
六
講
』
恒
文
社
版
一
八
一
貫

②
　
『
啄
木
そ
の
周
辺
』
熊
谷
印
刷
出
版
部
一
〇
八
頁
～
一
〇
九
頁

『
那
珂
通
世
遺
書
』
　
五
四
頁
～
五
九
頁

③
　
小
田
切
秀
雄
「
解
説
」
　
（
『
石
川
啄
木
全
集
』
筑
摩
書
房
　
四
四
五
頁

付
記
　
小
橋
申
、
上
田
寅
次
郎
氏
に
つ
い
て
は
、
ご
長
男
に
あ
た
る
上
田
重
彦
氏

（
作
家
石
上
玄
一
郎
）
か
ら
貴
重
な
お
話
と
写
真
の
提
供
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
特
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
う
え
だ
ひ
ろ
し
　
本
学
助
教
授
）

芥
川
龍
之
介
と
戯
曲

－
　
「
青
年
と
死
と
」
を
中
心
に
－
－
－

大
正
三
、
四
年
頃
、
芥
川
龍
之
介
は
戯
曲
の
執
筆
を
さ
か
ん
に
試
み
て
い

た
。
だ
が
、
現
在
私
ど
も
の
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど

断
片
、
未
定
稿
の
類
で
あ
り
、
完
成
し
た
作
品
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
は
、

「
青
年
と
死
と
」
た
だ
一
作
の
み
で
あ
っ
た
。

①

「
青
年
と
死
と
」
は
、
大
正
三
年
九
月
、
第
三
次
『
新
思
潮
』
一
巻
八
号

に
柳
川
隆
之
介
の
筆
名
で
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
、

同
号
巻
末
の
「
S
p
r
＄
d
i
n
g
 
t
h
O
 
N
e
w
s
L
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

□
柳
川
は
今
夏
を
太
平
洋
岸
な
る
千
葉
の
一
角
に
過
し
た
た
め
白
面
捌

か
の
黒
き
を
加
へ
た
。
彼
の
戯
曲
弘
法
大
師
御
利
生
記
は
編
輯
当
番
の

鶴
首
し
た
処
で
あ
っ
た
が
遂
に
来
な
か
っ
た
瞭
罵
。
シ
ソ
グ
も
同
様
に

お
ヂ
ヤ
シ
。
先
（
生
　
－
補
足
筆
者
）
シ
ン
グ
を
張
っ
て
船
頭
の
娘
に
で

も
恋
し
て
無
中
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
（
中
略
）

芥
川
龍
之
介
と
戯
曲

森

　

崎

　

　

光

　

子

口
〆
切
間
際
に
来
た
柳
川
の
青
年
と
死
と
は
頗
る
光
っ
た
も
の
で
あ
る

島
村
先
生
の
赤
と
黄
の
黄
昏
な
ど
で
気
持
の
悪
く
な
っ
た
人
達
に
は
い

い
清
涼
剤
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
（
傍
点
原
文
の
ま
ま
）

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
龍
之
介
は
戯
曲
「
弘
法
大
師
御
利
生
記
」
と
「
シ

②

ン
グ
紹
介
」
（
第
三
次
『
新
思
潮
』
1
巻
1
号
、
大
3
・
8
・
1
）
の
続
編
の
執
筆

を
前
も
っ
て
同
人
に
約
束
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
と
ま
ら
な
か
っ

た
た
め
に
、
そ
の
替
り
と
し
て
「
青
年
と
死
と
」
を
書
き
あ
げ
た
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。
「
弘
法
大
師
御
利
生
記
」
と
「
シ
ソ
グ
紹
介
」
続
編
は
、
共
に

蔦
巻
義
敏
編
『
芥
川
龍
之
介
未
定
稿
集
』
（
岩
波
書
店
、
昭
4
3
・
2
・
1
3
）
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
「
シ
ソ
グ
紹
介
」
は
冒
頭
の
短
い
断
片
が
残
っ
て
い
る
だ

け
だ
が
、
「
弘
法
大
師
御
利
生
記
」
の
方
は
、
話
の
大
方
が
分
か
る
程
度
ま

で
書
き
進
め
ら
れ
て
い
る
。
貧
し
い
一
家
が
旅
僧
に
一
夜
の
宿
を
貸
し
た
所
、

そ
の
功
徳
で
盲
い
た
老
父
の
目
が
直
り
、
初
め
は
喜
ん
だ
も
の
の
、
や
が

て
以
前
の
自
足
感
は
不
平
に
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

明
ら
か
に
シ
ソ
グ
の
戯
曲
「
聖
者
の
泉
」
（
、
へ
↓
h
①
W
箪
－
O
f
 
t
h
O
S
a
i
n
t
s
㍉
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